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研 究 分 野 ウイルス学、感染症学、ワクチン学、渡航医学

研究キーワード 狂犬病、新興・再興感染症、渡航医学、熱帯医学、ワクチン

研 究 内 容 　新興・再興ウイルス感染症の病態解明、なかでも狂犬病ウイルス感染の発症病理機構の解明に力
を注いでいる。狂犬病は既に本邦で最後の報告がなされてから50年以上が経過し、我が国は世界で
も数少ない狂犬病の清浄国となっている。しかしながら昨今の疾病のグローバル化に伴い、狂犬病
は再び我が国において再興する可能性のあるre-emergingウイルス感染性疾患として認識されてい
る。国内にある大学医学部において狂犬病研究を行う唯一の講座としてその独自性を生かし、未だ
に世界中で多くの犠牲者のいる狂犬病について、ウイルス学的側面からばかりでなく、疫学的重要
性さらには予防・治療へ向けた臨床的側面までも包含した総合的研究を行い、この疾病の重要性を
次の世代にも絶やすことなく継承することを使命と考えている。
　狂犬病以外にも新型コロナウイルス、重症熱性血小板減少症候群ウイルスなどの新興ウイルス感
染症について、その感染病態をグローカル（グローバル＆ローカル）に捉えるため、フィールドを
中心としたウイルス感染症に関わる研究と、それら病原微生物が引き起こす感染病態の分子的基盤
や免疫応答についての研究をその中心に据えて日々研究活動に励んでいる。
※関連リンク：https://www.med.oita-u.ac.jp/biseibut/
　　　　　　　https://www.oita-glocal.jp/index.html
　　　　　　　https://japohr.blogspot.com/

研 究 業 績・
アピールポイント

〇�受賞：2021年日本熱帯医学会賞、2008年日本ワックスマン財団賞、1992年日本肝臓学会研究
奨励賞

〇�プロジェクト：AMEDとJICAによるSATREPS（地球規模課題対応国際科学技術協力プロジェク
ト）「フィリピンにおける狂犬病排除に向けたワンヘルス・アプローチ予防・治療ネットワークモ
デル構築」研究代表として、ワンヘルスの視点から独自に開発した狂犬病抗原・抗体迅速診断テ
ストを駆使し、ヒトと動物の両面からの狂犬病制圧に力を注いでいる。

〇�学会活動：日米医学協力研究ウイルス性疾患部会長。日本ウイルス学会、日本感染症学会日本渡
航医学会、日本熱帯医学会など理事、評議員

〇�行政・社会活動：大分県内各種感染症関係委員・専門部会委員（感染症専門部会、新型コロナウ
イルス、新型インフルエンザ、母子保健部会）

〇その他：海外渡航時に必要なワクチン接種を専門とする渡航医学の臨床
〇論文：関係論文総数　155報うち狂犬病に関するもの37報、取得特許等知財　10件
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